理工系大学院における留学生組織作り: 金沢大学大学院自然科学研究科留学生コミッティー by 岸田 由美
理工系大学院における留学生組織作り－金沢大学大学院自然科学研究科留学生コミッティー（岸田）
理工系大学院における留学生組織作り
－金沢大学大学院自然科学研究科留学生コミッティー
岸田由美注’
要旨
金沢大学大学院自然科学研究科は,2015年9月，在籍留学生と協力しながら，留学
生にとってより魅力的かつ過ごしやすい環境を構築することを目的として，在籍留学
生の代表者組織である留学生コミッテイ(InternationalStudentCommittee:ISC)を組
織した。発足メンバーは,在籍留学生の出身国をほぼ網羅するl4ヶ国18人である。ISC
の活動の柱は以下の4つである。
l.研究科在籍留学生の関心の代弁者となり，関係教職員とともに留学生が学び
やすい環境づくりに貢献する。
2．学生アンバサダーとして，研究科への新規留学希望者や入学予定者に対して，
英語や母国語を用いてFacebookでの情報提供を行い，留学を支援する。
3．ビア・サポート活動
4．留学生間並びに日本人学生や地域住民との交流を促進する活動
本稿では,ISCの実施責任者の立場から,ISC設立の経緯と，発足から4ヶ月間の活
動状況を報告する。
I.はじめに
金沢大学大学院自然科学研究科は,2015年9月，在籍留学生の代表者組織として，
留学生コミツテイ(IntemationalStudentCommittee:ISC)を設立した。ISCは2015年
度募集の金沢大学教育改革GPに採択され,2017年度までその助成を受け活動する。
この活動の成果が認められ,全学的な組織の発足へと結びつくことも期待されている。
本事業の申請者及び実施責任者は，理工学域留学生教育研究室で理工系留学生の相談
指導や各種課外教育プログラムの運営にあたる筆者である。本稿では,ISC設立の経
緯と，発足から4ヶ月間の活動状況を報告する。
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II.ISC設立の背景
自然科学研究科では，平成20（2008）年度より留学生ラウンドテーブルトーク注2を
開催し，留学生の要望を吸い上げながら，教育環境の国際化に取り組んできた。この
間金沢大学は，留学生30万人計画を受け大学としても留学生の増員を方針として策定
し,2009年度まで350人前後だった留学生数は2010年度以降500人弱へ増加,2015年度
は500人を突破した。自然科学研究科においても，非正規生を含めl20～l30人台だった
留学生数は2010年度後期以来l80人前後を推移している。特に大きな変化があったの
は，入学形態と出身国の構成である。入学形態に関しては，研究生を経ず海外から正
規生として入学する学生が増えたこと，国籍構成に関しては，インドネシア人が中国
人に匹敵する規模となったほか，かつて4％程度であったベトナム人留学生が約l4%
を占める第3グループとなったことが特徴的である（図l)。最近の特徴としてはミャ
ンマー人学生の増加もあげられる(2015年後期の「その他」の半数近くがミャンマー
人留学生で第5グループ)。
2009後期
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図1．自然科学研究科における留学生の国籍構成の変化
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かつて半数近くを占めた漢字圏の学生は3割程度となった。二重学位プログラムや
国際プログラムを含め，英語で学ぶ学生が多数を占めるようになり，学生課の窓口，
あるいは筆者が担当する理工学域留学生教育研究室の業務における学生とのやり取り
で，英語を用いることが日常となっている。しかし，学内環境の現状としては日本語
が主要流通言語であるため,日本語がわからない留学生にとっては特に,学内のリソー
スへのアクセスが平等に開かれているとは言い切れない状況がある。同時に，留学生
数が増加する中で，個々の学生の声を身近に聞くことの難しさも増している。
また，海外からの直接入学者が増える中で，大学に関する情報を，いかに効果的に，
効率的に提供するか，という問題も大きくなってきている。かつて大学院に入学する
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留学生は，金沢大学の学部出身者，他大学の学部出身者，母国の大学を出た後来日し
日本語学校で日本語を学んだ者，等であり，多くは日本語ができ，日本の社会事情等
について改めて解説する必要性はさほど大きくなかった。しかし現在は，新入留学生
の多くは入学のために初めて来日するのであり，大学のことはもちろん，日本語も日
本の社会状況もよくわからない状況であることが一般的になってきている。留学を計
画・準備するための情報提供，また入学初期の生活面を含むサポートがますます重要
になっているが，英語や各国の言語での対応をきめ細かにするためのマンパワーは決
して十分とは言えない。入学予定者から，同国出身の先輩留学生を紹介して欲しいと
いう依頼が寄せられることも珍しくない。
留学生のサポートネットワークとしては同国人組織・グループの存在も大きい。留
学生会等については，その活動を通して，「留学生間はもとより，留学生と一般学生，
また大学内の構成員，更には地域等の関係者との間での，サポートやネットワークが
広がることは，留学生の孤立を防ぎ，留学生のQOL(QualityofLife)の向上につなが
る」と評価されている注3･金沢大学においても，国別の留学生組織・グループ並びに
ムスリム学生の組織が学内外で活動しているものの，大学が公式に把握・認定してい
るわけではなく，そうした組織・グループとつながる公式なチャンネルがない状態で
あった。また，同国・地域出身者が数人あるいはたった1人しかおらず，ムスリムで
もない学生は，そうしたネットワークの恩恵にあずかることは難しい。
多様な留学生の代表者による学内組織づくりは，以上のような背景のもとに数年来
筆者の願望としてあり,2015年4月の教育改革GP応募を契機に実現に向け動き出した。
m.Iscの設立趣旨，活動内容
教育改革GPの申請書に記入された設立趣旨は以下の通りである。
｢留学生コミヅテイの創設は,在籍留学生の組織化により研究科と留学生間のより
緊密な意見交換，情報交換を促進し，留学生受入れ体制の充実をはかるものであ
る。さらに，留学生の出身国の多様化による言語・文化的多様性に対応した，同
国出身者によるきめ細やかかつ多言語による新規留学希望者に対する情報提供体
制の整備在籍留学生に対するビア・サポー ト体制の整備を同時にかなえ，世界
各国からの一層の留学生受入れに対するマンパワー の不足を解決する。あわせて，
コミッテイの活動が在籍留学生間の交流を促進し，孤立化を防ぐことにより，問
馳未然に防ぐルるいは早期に発見するサポートネットワークとして働くこと
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も期待される｡」（平成27年度金沢大学教育改革GP申請書「自然科学研究科留学
生コミッティの組織化」より）
この趣旨に対応して,ISCの活動の柱としては以下の4項目を設定した。
l.研究科在籍留学生の関心の代弁者となり，関係教職員とともに留学生が学び
やすい環境づくりに貢献する。
2．学生アンバサダー活動：コミッテイメンバーには，自然科学研究科長より，
学生アンバサダーの認定証が授与される。学生アンバサダーは，研究科への新
規留学希望者や入学予定者に対して，英語や母国語を用いてオンラインでの情
報提供を行い，留学を支援する。
3．ビア・サポート活動：理工学域留学生教育研究室と連携しながら，文化・言
語的背景を同じくする留学生に対して，同じ留学生の立場から問題解決に向け
た助言，手助けを行う。
4．留学生間並びに日本人学生や地域住民との交流を促進する活動
学生アンバサダーとしての情報発信や質疑応答，一部交流活動の準備や運営に対し
ては,GP予算から謝金が支払われる。
W.ISCの設立まで
教育改革GPの採択通知を受け，まず取り組んだことは，学内のワーキンググルー
プづくりである。3年後の全学化もにらみ，人間社会学系留学生の相談指導を担当す
る宮崎悦子教員国際機構留学生センターから伊藤大将教員とママードウァ・アイー
ダ教員，中国人留学生として自然科学研究科博士課程を修了し，現在先端科学・イノ
ベーション推進機構の博士研究員で，国際機構支援室留学生アドバイザーも務める醇
芸氏の参加を得ることができた。7月6日に初会合を行い，組織作りや活動方針等に
ついて意見交換を行った。利用者の多さの面から，オンラインでの情報発信には
Facebookを用いることになった。その後宮崎教員には，留学生の組織化や，留学生に
よる学内活動を活性化するためのノウハウを学ぶための他大学の視察も行ってもらい
(7月28R～29日，香川大学及び岡山大学);f4,その結果を基にワークンググループで
ISCの組織や運営のあり方について再度意見交換を行った(8月4日)。
7月下旬にはISCのメンバー募集も開始した。研究科に在籍するなるべくすべての
国籍からメンバーを得ることを重視した。2015年度後期からの活動開始を想定し,9
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副学長や留学生センター長が出席するため，大学の方針を留学生に知らせたり，留学
生のニーズを直接大学経営陣に届ける場としても機能している。今回のテーマは，「留
学生サポートの課題とサポートの担い手の多様化を考える」であった。特に日本語力
が十分でない留学生が抱えやすい問題の共有とサポートのあり方を考えるだけでな
く，そこで留学生自身に何ができるかを考える，意欲的な企画であった。留学生ラウ
ンドテーブルといっても，これまで教職員が企画，司会進行を行い，留学生を招くと
いう形式だったが，今回初めて留学生自身がテーマを考え，他の学生，そして教職員
に意見を求める形で進められた。ISCが，研究科内はもちろん，全学的にも顔の見え
る存在となる大きな契機となったものと思われる。
その後,12月9日に，ノーベル物理学賞を受賞した小林誠博士の講演会が自然科学
研究科で行われた際には，研究科長からの依頼を受け，留学生への広報への協力，留
学生から英語で質問があった場合の通訳補助などにISCが協力した。
2．学生アンバサダー活動
メンバー間の情報交換用に，9月4日，筆者が開設準備を進めてきたFacebookグ
ルー プの運用を開始した。ISCのFacebookペー ジ;E6の開設準備も進め,9月l8日に
ISCの趣旨を説明するノートを掲載したのを最初に一般公開を始めた。9月29日には学
生アンバサダーの認定証交付式が行われ，研究科長からメンバーに認定証が授与され
た注7。この授与式の報告が,ISCメンバーによるFacebookへの初めての投稿となる。
その後は，自己紹介やそれぞれの研究室，大学の様子や周辺環境を紹介する記事をメ
ンバーが順次投稿し，毎Hl本以上の投稿を保つことを目標とした。しかし，開設当
初の1ヶ月間はほぼ毎日投稿があったものの徐々に少なくなり,l月31日まで約4ケ
月間の投稿本数は全体で73本にとどまった。発信言語は主に英語そのほかに各国の
言語が用いられている。
Facebookの投稿は，投稿したメンバー個人の「友達」へ，さらに「友達」の「友達」
へと広がる形で拡散される。そのため，それぞれの投稿によりその情報が届いた人の
数は数十から数百，2千人以上まで様々だが，これまでに270を超える「いいね！」を
獲得した。誰が「いいね！」してくれているのかについては，男女はほぼ半数，主な
年齢層は18-34歳となっている。約半数が日本[日内在住だが，次にインドネシア，ベト
ナム，ミャンマー，マレーシア在住者が続く。
Facebookではメンバー構成も紹介し，気軽にメヅセージで質問をして欲しいとアナ
ウンスしているが，実際に寄せられた質問は1月末までに3件である。うち1件は，
新年度他研究科に交換留学として入学予定の者からの住居に関する問い合わせで，英
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るようになってきている。同国人グループを超える交流の創出という意味では，確か
な前進を感じる。金沢大学では日本人学生を主体とした留学生との交流を主目的とし
た学生団体KISSAも活動している。今後，そうした他団体との関係も含め，より幅広
い交流活動の展開に結びつけていきたい。
Facebookに関しては，メンバーによる投稿をいかに活発に保つかが大きな課題とし
てあるほか，今後は内容や体裁についても検討を進めていきたい。また，大きな課題
として,Facebookは自然科学研究科在籍留学生の主要な出身国の一つである中国国内
では利用できないという問題がある。そこで,ISCでは中国国内向けのSNSを利用し
た情報発信についても準備を進めている。Facebookに関しては筆者がアカウントから
ページの開設までを行うことができたが，中国国内向けSNSに関しては中国国外にい
る日本人である筆者ができることはごく限られる。そこで,l月末に中国人メンバー
を新たに2人ISCに迎え,4人体制とした上で，ワーキンググループメンバーの醇芸
氏にマネージメントをお願いした。年度内における中国向けSNSのアカウント開設と
運用開始を目指し，活動してもらっているところである。
ページのメッセージ機能を使ったオンラインでの質問対応については，残念ながら
まだ数も少なく，これまでのところ自然科学研究科に直接関わる問い合わせはないが，
金沢大学全体や地域への貢献が若干とはいえできたことは嬉しい成果である。特に他
研究科への入学予定者からの質問については，マレーシア人からの問い合わせであっ
たことから，マレーシア留学生会の会長でもあるメンバーも対応した。入学前から学
内の同国人コミュニティにつながる機会を提供できたことは幸いだった。こうした情
報提供へのニーズの存在，オンラインだからこそ生まれるつながりを確認することが
できたと考える。今後ISCのFacebookペー ジがそうしたニー ズをさらに掘り起こし，
留学準備における不安解消や入学前からの学内ネットワークづくりに一層貢献してい
くことが期待される。
ビア・サポートについては,ISCとしての具体的な活動をまだ報告することはでき
なかったが，現在同国人組織内あるいは友人同士として行われているビア・サポート
について，そうした同国人組織や友人関係でのリソースが十分ではない留学生の存在
を念頭に置きつつ,ISCとしてどのような形で貢献できるか，その検討と試行を発足
2年目の課題としたい。
全体として,ISCの運営はまだ顧問役である筆者の采配に依存するところが多いが，
3年間の事業期間内に徐々に留学生自身の主体的な活動としての面を成長させていき
たいと考えている。それをどのように進めるか，組織のあり方など，他大学の事例等
から多く学びたいと考えている。
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EstablishmentofInternationalStudentCOmmitteeat
theGraduateSchOOlofNaturalScienceand
nchnology,KanazawaUniversity
YumiKishida
Abstract
GraduateSchoolofNaturalScienceandTbchnology(GSNST)establishedthe
InternationalStudentCommittee(ISC)toimproveitscampusenvironmentandservicesin
cooperationwithitsinternationalstudentsinSeptember2015.ThelSCconsistsof
representativesfromalmostallcountriesthatconstitutetheschool;itstartedwithl8
membersfroml4countries.ThelSCmemberstakepartinfOllowingactivitiesunderthe
supervisionofthelntemationalStudentAdvisorIsOfficeofCollegeofScienceand
Engineerin9.
1．Representingtheconcernsofintl.studentsofGSNST;
2.WorkingasStudentAmbassadorsofGSNSTwithprovidinginfbnnationonlineon
Facebook;
3.Providingpeersupporttotheotherintl.students;
4.Promotingfriendshipamongintl・students,andbetweenintl.studentsandJapanese
studentsandthelocalcommunity.
Inthispaper,Ireportthebackgroundandtheprocessofitsestablishmentandits
perfbnnancefbrthefirstfburmonths.
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